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「
子
育
て
・
教
育
・
学
習
」分
野

　
結
婚
や
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
支

援
が
充
実
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
を

深
め
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
資
質
・
能
力
や
未
来
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
の

育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
市
民
が
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
で
き
る

よ
う
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
啓
発
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
機
会
の
創
出
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

●
児
童
相
談
所
の
整
備

●
少
子
化
対
策
の
再
構
築
と
次
世
代
を

　

担
う
人
材
育
成

重点要望

令和5年１０月16日　宇都宮市議会　自由民主党議員会

うつのみや新時代
～ Go to the 
　　ｎext stage～

令和6年度 宇都宮市予算と政策に対する要望書

「
健
康
・
福
祉
・
医
療
」分
野

　
自
然
災
害
な
ど
危
機
的
な
状
況
が
頻
発
す
る
現
在
、
危
機
管

理
体
制
を
構
築
し
、
減
災
・
防
災
対
策
に
取
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
同
時
に
、
日
頃
か
ら
、
自
ら
備
え
行
動
し
自
身
を
守

る「
自
助
」や
地
域
で
助
け
合
う「
共
助
」を
推
進
し
、
さ
ら
に
地

域
と
行
政
が
連
携
し
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
市

民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
主
体
の

連
携
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然

　

災
害
へ
の
対
策
強
化

●
地
域
行
政
機
関
の
機
能
強
化
と

　

職
員
の
増
強
に
よ
る
地
域
力
の
向
上

●
中
心
市
街
地（
特
に
駅
東
口
や
オ
リ
オ
ン
通
り
）

　

に
お
け
る
治
安
対
策
強
化
に
向
け
た
取
組

重点要望

「
安
心
・
協
働
・
共
生
」分
野

　

本
市
が「
住
ん
で
良
し
、
訪
ね
て
良
し
」の
都
市
と
な
る
た

め
に
は
、
戦
略
的
な
観
光
事
業
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
ま
ち
・
人
づ
く
り
に
取
組
み
、
地
域
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
来
訪
者
の
受
け

入
れ
体
制
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
東
京
一

極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
へ
の
人
・
情
報
の
流
れ
を
創
出
す

る
た
め
に
交
流
人
口
の
拡
大
や
移
住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ

な
が
る
よ
う
、
更
な
る
活
気
と
賑
わ
い
溢
れ
た
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
ブ
レ
ッ
ク
ス
新
ア
リ
ー
ナ
整
備
へ
の
支
援

●
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
誘
致
促
進
と
清
原
球

　

場
の
計
画
的
な
改
修

●
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
宇
都
宮
駅
東
口
交
流
拠
点
施
設

　

等
を
フ
ル
活
用
し
た
魅
力
向
上

重点要望

「
魅
力
・
交
流
・
文
化
」分
野

　
今
後
の
本
市
産
業
の
競
争
力
強
化
に
は
、
地
域
の
強
み
あ

る
産
業
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生

か
し
て
、
新
た
な
企
業
に
よ
る
投
資
を
呼
び
込
み
、
更
な
る

産
業
集
積
と
産
業
構
造
の
多
軸
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
や
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
て
、
地
域
全
体
で
先
駆
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
エ
ネ

の
活
用
、
資
源
の
循
環
利
用
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

●
新
た
な
工
業
団
地
実
現
に
向
け
た
整
備
場
所
の

　 

早
期
選
定
と
早
急
な
計
画
の
策
定

●
食
品
ロ
ス
対
策
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
減
量
へ

　

向
け
た
、
消
費
者
・
事
業
者
啓
発
の
促
進
と
新
た

　

な
ご
み
減
量
・
資
源
化
事
業
の
推
進

重点要望

「
産
業
・
環
境
」分
野

　
急
速
に
進
ん
で
い
る
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、

健
康
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
自
ら
が
健
康
の

維
持
・
増
進
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
必
要
か
つ
適

切
な
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
他
者
を
理

解
し
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
分
野
を
超
え
た
相
談
を
包
括
し
て

　

対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
加
入
率
の
向
上
に
向

　

け
た
取
組
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
夜
間
休
日
診
療
体
制
の
再
構
築

重点要望

　
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
リ
ス
ク
管
理
と
危
機
管
理
体
制
を
整

え
、
市
民
生
活
の
安
定
と
経
済
活
動
の
拡
大
、
さ
ら
に
は

持
続
可
能
な
都
市
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
や
盤

石
な
組
織
体
制
の
構
築
、
適
切
な
官
民
連
携
に
よ
り
、
健

全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
総
合
計
画
で
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
活
用
な
ど
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
行
政
組
織
の
最
適
化

 

・
公
共
交
通
関
係
部
署
の
組
織
の

　 

統
一 （
交
通
部
の
設
置
）

 

・
子
ど
も
の
家
や
放
課
後
子
ど

　 

も
教
室
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す

　 

る
分
野
を「
子
ど
も
部
」へ
集
中

●
官
民
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

・
民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術

　  

・
資
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
Ｐ

　 

Ｐ
Ｐ
の
推
進
と
庁
内
体
制
の
整
備

 

・
地
域
経
済
循
環
・
地
域
力
の
育

　 

成
強
化
に
つ
な
が

　 

る
各
種
事
業
者
選

　 

定
方
法
の
見
直
し

重点要望

各
政
策
の
柱
を
支
え
る

行
政
経
営
基
盤

　
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
形
成
に
向
け
、
地
域
拠
点
等
へ
の
住
居

や
都
市
機
能
の
誘
導
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
都
市

拠
点
に
お
い
て
は
、
県
都
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

駅
前
広
場
の
再
整
備
や
公
共
交
通
と
一
体
と
な
っ
た

個
性
的
で
魅
力
あ
る
都
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、鉄
道
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、バ
ス
、地
域

内
交
通
が
適
切
に
配
置
さ
れ
た
、
階
層
性
の
あ
る
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
安
全
で

円
滑
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
と
と
も

に
、
多
様
な
交
通
手
段
が
有
機
的
に
繋
が
っ
た
誰
も

が
快
適
に
移
動
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

●
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅
西
側
整
備
の
推
進

●
駅
西
口
地
区
・
バ
ン
バ
地
区
・
東
武
宇
都

　

宮
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
、
ま
ち
な
か
の

　

賑
わ
い
と
交
通
結
節
機
能
を
活
か

　

し
た
再
開
発
の
推
進

●
交
通
事
業
者
が
取
り
組
む

　
「
電
気
バ
ス
導
入
」に
対
す
る
支
援

重点要望

「
都
市
空
間
・
交
通
」分
野

予算化要望提出（会議風景）
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会
長
あ
い
さ
つ

会
　
長
　
熊
本
和
夫

自
由
民
主
党
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
石
川
県
能
登
半
島
地
方
を
震
源
と
す
る
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
ご
遺
族
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
の

位
置
づ
け
が
５
類
相
当
へ
引
き
下
げ
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
開
催
中
止

や
、
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
宮
ま
つ
り
や
餃
子
祭
り
、
３X

３
や
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
復
活
し
、
人
々
の
日
常
生
活
、
社
会
経
済
活
動
が
以
前
の
よ
う
に

活
気
を
取
り
戻
し
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
８
月
26
日
に
「
芳
賀
・
宇

都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」（
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
）
が
国
内
で
は
75
年
ぶ
り
と
な
る
全

線
新
設
の
路
面
電
車
と
し
て
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
通
勤
・
通
学
は

も
と
よ
り
休
日
に
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
開
業
後
４
か
月

で
利
用
者
１
５
５
万
人
を
超
え
る
な
ど
本
市
の
重
要
な
移
動
手
段
と

し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

我
々
は
、
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ

し
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
、
誰
も
が
安
全
で
快

適
に
移
動
が
で
き
る「
交
通
未
来
都
市　

う
つ
の
み
や
」を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
は
路
線
バ
ス
、
地
域
内
交
通
等
の
電
気
自
動
車
化
、

乗
り
継
ぎ
割
引
制
度
の
拡
大
な
ど
階
層
性
の
あ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
更
な
る
強
化
、
利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
に
フ
ル
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
背
景
と
し
た
長

引
く
原
油
高
、
物
価
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済

を
支
え
る
対
応
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
自
由
民
主
党
議
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
長
引
く
原
油
高
・
物
価
高
に
対
し
各
分
野
で
適
切
に
対
応
し
て

い
く
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社

会
を
見
据
え
た
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
、 

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
形

成
、
地
域
共
生
社
会
・
地
域
経
済
循
環
社
会
・
脱
炭
素
社
会
の
構
築

に
向
け
、
市
議
会
最
大
会
派
と
し
て
、
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

本
市
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く

飛
躍
の
年
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も「
夢
・
う
つ
の
み
や
」を
通
じ
て
、
会
派
の
取
り
組
み
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大分市視察

次世代のモビリティサービスとは～大分市視察～

自由民主党議員会が長年要望してきた
児童相談所の実現に向けて視察！！

　大分市視察では、高齢者等の移動困難者の支援や過疎地域における移動手段の確保など地域公共交通が抱える課題解決
に向けて、市の都市交通対策課などが取り組んでいる新たなモビリティサービス事業について説明を受けました。
　「グリーンスローモビリティ（低速電動バス）」の運行は、運賃無料で全区間バッテリー運行のため、コースや運行エリ

ア、運行便数に留意し、地域の方々等に意見を伺いながらコースや時刻の見
直しを適宜行う必要があること、また、広域的な交通手段や観光コンテンツ
としての活用が可能な「空飛ぶ車（eVTOL）」の試験飛行の誘致については、
具体的な活用場面を想定した試験飛行が有効である
ことを学びました。
　ライトラインを基軸としたネットワーク型
コンパクトシティの実現を目指している本市
として、各地域の実情に即したきめ細やかな
交通網の整備が求められることを改めて実感しました。

　我々自由民主党議員会は本市の児童相談所設置にむけ、栃木県児童相談所のひとつである中央児童相談所を視察いたし
ました。職員人材の確保や施設場所など現状の課題等、県と連携しながら付加する機能や施設規模、組織体制のほか人材
の確保・育成計画などについて様々な現場の声を聞くことができました。
児童相談所を設置することで、迅速な意思決定の下、虐待が疑われる子
どもへの速やかな対応が可能となります。また基礎自治体として「保健
と福祉」の責任と権限をもつ中核都市としての強みを生
かしながら、切れ目のない支援をすることが可能となっ
ていきます。
　今後も自由民主党議員会は、児童相談所の設置に向け
て具体的な検討を進めるとともに宇都宮の子どもたちの
健全な育成のために尽力してまいります。 児童相談所視察研修
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市議会 令和5年 12月定例会 一般質問（抜粋）
　
　
　
　

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
総
利
用
者
数
は
２
か

月
半
で
１
０
０
万
人
を
達
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
に
お
い
て
は
平
成
25
年
度
以

降「
沿
線
人
口
」と「
沿
線
住
宅
地
の
地
価
」が
約
８

％
増
加
す
る
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
今
後
も「
定
住
人
口
の
増
加
」や

「
多
様
な
産
業
の
集
積
」「
脱
炭
素
化
へ
の
貢
献
」な

ど
中
長
期
的
な
効
果
の
発
現
を
期
待
し
て
い
る
。

佐
藤
市
長

　

L
R
T
開
業
後
三
か
月
が
経
過
し

た
が
、
利
用
者
数
や
経
済
効
果
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
全
国
の
モ
デ
ル
都
市
と
し
て

中
長
期
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

 

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
形
成
に
向
け
た

産
業
拠
点
の
う
ち
、
イ
ン
フ
ラ
等
が
充

実
し
企
業
立
地
ニ
ー
ズ
が
高
い
地
区
に

お
い
て
産
業
団
地
に
適
し
た
エ
リ
ア
を

対
象
に
工
業
用
地
の
確
保
可
能
面
積
や

概
算
事
業
費
な
ど
を
算
出
し
、
今
年
度

中
に
優
先
候
補
地
選
定
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
、
具
体
的
な
事
業
区
域
や
事

業
手
法
等
を
定
め
る
基
本
計
画
の
策
定

に
着
手
し
、
２
０
３
０
年
代
前
半
の
分

譲
開
始
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐
藤
市
長

L
R
T
事
業
に
つ
い
て

　

産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域

ご
と
の
特
性
を
生
か
し
事
業
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
産
業
団

地
の
早
期
実
現
に
期
待
し
て
い
る
が
、

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
東
部
総
合

公
園
の
整
備
❸
医
療
体
制
❹
児
童

相
談
所
❺
上
下
水
道
事
業
❻
義
務

教
育
学
校

黒
子 

英
明 

議
員

　
　
　
　

 

つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト

女
性
支
援
事
業
に
お
け
る
手
渡
し

で
の
生
理
用
品
の
提
供
に
加
え
、

令
和
６
年
１
月
か
ら
順
次
、
本
庁

舎
や
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

市
有
施
設
の
女
性
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
設
置
し
、
女
性
支
援
の
充

実
・
強
化
に
取
り
組
む
。

佐
藤
市
長

　

生
理
な
ど
女
性
特
有
の
健
康
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
市
有
施
設

の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す

る
こ
と
で
女
性
支
援
の
充
実
を
は

か
っ
て
は
ど
う
か
？
見
解
を
伺
う
。 　

　
　
　

 

超
高
齢
化
や
家
族
関
係
の

希
薄
化
な
ど
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
の
確

保
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
難
し
く
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
居
住
の
安
定
を
図
る
た

め
、
入
居
者
に
連
帯
保
証
人
を
求
め
ず
に

保
証
業
者
が
家
賃
債
務
等
の
保
証
を
行
う

「
家
賃
債
務
保
証
制
度
」の
来
年
度
か
ら
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト

女
性
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

単
身
高
齢
者
な
ど
の
市
営
住
宅

へ
の
入
居
に
関
し
て
、
家
賃
債

務
保
証
業
者
に
よ
る
機
関
保
証

の
活
用
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で

は
な
い
か
？
見
解
を
伺
う
。

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
円
滑
化

す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
子
ど
も
を
性
犯
罪
か
ら
守
る
取
組
❷
C
I

C
東
京
を
活
用
し
た
本
市
の
魅
力
創
造
❸
ラ

イ
ト
ラ
イ
ン
の
駅
西
側
延
伸
に
絡
む
中
心
市

街
地
再
開
発
の
展
望
❹
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
多
様
な
支
援
❺
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

若
林 

芽
育 

議
員

　
　
　
　

 

市
民
一
人
ひ
と
り
に
着

実
に
情
報
が
届
く
よ
う
、
歯
科
医
師

会
と
連
携
し
、
診
療
の
場
に
お
い
て

継
続
し
た
受
診
へ
の
声
掛
け
に
併
せ

本
市
作
成
の
歯
科
健
診
の
重
要
性
な

ど
を
記
載
し
た
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

い
た
だ
く
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
取

組
を
検
討
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長

　

市
民
が
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り
へ
の
理
解
を
深
め
、
歯
科

健
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た

め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

 

県
が
県
域
全
体
の
救
急
医
療

提
供
制
度
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
性

な
ど
を
検
討
し
、
指
定
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
県
の
保
健
医
療
計
画

の
策
定
状
況
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

今
後
も
本
市
に
お
け
る
安
定
的
な
救
急
医
療

体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長

歯
科
健
診
の
受
診
率
の
向
上

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　

重
篤
な
患
者
に
迅
速
に
対
応

す
る
三
次
救
命
救
急
医
療
を
行

う
小
児
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
抱

き
合
わ
せ
て
、
市
内
に
新
設
し

て
は
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

小
児
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
西
の
ま
ち
づ
く

り
❷
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
安
定
的
な
運

行
❸
市
民
の
健
康
❹
保
健
福
祉
行
政

❺
も
う
す
ぐ
３
８（
み
や
）っ
子
応
援

事
業
❻
小
幡
・
清
住
土
地
区
画
整
理

事
業
と
関
連
事
業
❼
市
長
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

塚
田 

典
功 

議
員

　
　
　
　

 

小
学
生
を
対
象
と
し

た「
小
児
用
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
」の
配

布
の
実
現
に
向
け
て
、
交
通
事

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
円
滑
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
配

布
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
早
期
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
の
配
布
事
業
を

小
学
生
に
も
拡
大
し
、
ラ
イ
ト

ラ
イ
ン
を
含
め
た
公
共
交
通
の

利
用
を
更
に
促
進
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　

 

市
独
自
の
新
た
な
子
育
て
の

支
援
策
と
し
て
、
世
帯
年
収
や
第
一
子
の
年

齢
を
問
わ
ず
、
第
二
子
に
係
る
保
育
料
の
無

償
化
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
や
ゆ
う
あ
い
ひ
ろ
ば
一
時
預
か
り
事
業
の

第
二
子
の
利
用
料
免
除
に
つ
い
て
来
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

佐
藤
市
長

小
学
生
を
対
象
と
し
た「
小
児
用

ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ａ
」の
配
布
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
子
育
て
支
援
の
機
運
が
高
ま
る

中
、
本
市
に
お
い
て
も
「（
仮
称
）宮
っ
こ
を

守
り
・
育
て
る
都
市
宣
言
」
の
制
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
本
市
の
子
育
て
支
援
に
係

る
今
後
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

子
育
て
支
援
に
係
る
今
後

の
取
組
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶（
仮
称
）大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
整
備
❷
歴
史
・
文
化
の
保
存
と

ま
ち
づ
く
り
❸
大
谷
石
な
ど
地
場
産
業
の

支
援
❹
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
❺
結
婚
支
援
の
充
実
❻

健
康
審
査
の
受
診
率
向
上
❼
高
度
デ
ジ
タ

ル
人
材
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
❽
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
再
生
利
用

山
﨑 

昌
子 

議
員

　
　
　
　

 

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
安
全
で
安
心
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
上
で
、 

Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

年
度
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
向
け
、

芳
賀
町
、
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
株
式
会
社
と
速
や
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

佐
藤
市
長

　

安
全
で
安
心
な
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
運
行
の
た
め
、
A
E
D

設
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　

 

宇
都
宮
市
ゴ
ル
フ
連
盟
な

ど
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
予
算
で
は

お
よ
そ
１０
億
円
の
歳
出
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
今
後
も
「
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」

の
実
現
に
向
け
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
政
経
営
部
長

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
へ
の

　

A
E
D
設
置
に
つ
い
て

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
育
成
を
は

じ
め
と
し
た
ゴ
ル
フ
振
興
に
使
う
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
も
充
て
る
べ
き

だ
と
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
使
途
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
モ
ビ
リ
テ
ィ
❸
大
学
生
の
定
住
促

進
策
❹
寄
附
文
化
の
醸
成
❺
孤
独
・

孤
立
対
策
❻
上
下
水
道
事
業
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
❼
安
全
で

安
心
な
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
利
用

手
塚 　

泉 

議
員

　パレスチナ自治区ガザ地区において戦闘が始まり、２か
月以上が経過した。
　当該地区においては人命を深刻な危機的状況にさらすと
ともに、市街地に甚大な被害をもたらしている。
　先進 7か国（G７）外相の会合においては、テロ攻撃を断
固として非難することや、人質の即時解放を求めることを
確認するとともに、ガザ地区の人道危機に対応するため、
戦闘の人道的休止と人道回廊の設置への支持に関し、緊急
声明を発表した。しかしながら、一時休戦も長くは続かず、
戦闘再開に至っている。
　よって、本市議会としては、世界の恒久平和を希求する
宇都宮市平和都市宣言の下、このたびの紛争の一刻も早い
終結を求める。　　　　　　　　　　　以上、決議する。

ガザ地区における
平和の早期実現を求める
決議（案）が提出され可決！！
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熊本 和夫
くまもと　かずお

6

宇都宮市松原

副会長

塚田 典功
つかだ　のりかつ

6

宇都宮市松原

幹事長

小林 紀夫
こばやし　のりお
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宇都宮市海道町

総務会長

岡本 芳明
おかもと　よしあき

5

宇都宮市上籠谷町

会計監査

舟本 　肇
ふなもと　はじめ

5

宇都宮市御幸ケ原町

副幹事長

今井 政範
いまい　まさのり

4

宇都宮市陽東

副総務会長

山﨑 昌子
やまざき　まさこ

3

宇都宮市下荒針町

政調会長

黒子 英明
くろこ　ひであき

3

宇都宮市上小倉町

副政調会長

柴田 賢司
しばた　けんじ

2

宇都宮市古賀志町

幹事会

今野 哲也
こんの　てつや

2

宇都宮市石井町

議長

馬上 　剛
うまがみ　ごう

4

宇都宮市馬場通り

副議長

篠﨑 圭一
しのざき　けいいち

3

宇都宮市雀宮町

副幹事長

内藤 良弘
ないとう　よしひろ

3

宇都宮市宝木本町

政調会

菅原 一浩
すがわら　かずひろ

2

宇都宮市中岡本町

政調会

矢古宇 芳一
やこう　よしかず

2

宇都宮市岩原町

幹事会

岡本 源二郎
おかもと　げんじろう

2

宇都宮市下岡本町

政調会

手塚 　泉
てづか　いずみ

1

宇都宮市峰

幹事会

若林 芽育
わかばやし　めぐみ

1

宇都宮市馬場通り

会計

長谷川 武士
はせがわ　たけし

2

宇都宮市西川田本町

※役職は新年度の役職です。名前の後
　の○数字は期数です。

TEL 028-632-2618  FAX 028-632-7140
URL http://www.miya-jimin.jp/
宇都宮市議会 自民党 検 索

皆様方より頂戴した声に
耳を傾け、市民に開かれた市議会を目指し
引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

　自由民主党議員会では長い期間に渡り、東部総合公園の整備について一般質問や常任委員会で
議論を行い、ライトライン沿線の新たな拠点づくりとして、アーバンスポーツ施設を核とした
魅力ある都市公園の整備など様々な事項を要望してまいりました。
　ついに本年１１月２４日に東部総合公園整備事業予定者を、大和リース株式会社を代表企業とする「東部総合公園ネクスト
パートナーズ」に決定されました。新設公園として県内で初めてPark－PFIを活用し、公募によりスケートボードなどのアーバンス
ポーツを核に多様なスポーツ機能や地元の農産物を活かした物販や飲食など、地域の振興に資する機能を備えた公園
を整備することとしております。
　スケートボードやＢＭＸが利
用できる施設については、初級
者から上級者まで、幅広い競技
ニーズに対応できるコースレイ
アウトや規模等を有した施設と
するとともに、スケートボード
専用コース等には、全面に屋根
を設置し、天候に左右されず、
気軽に利用できる施設とするな
ど、国内大会等の開催にも対応
できる施設整備を目指し、令和
８年３月に供用開始を予定して
います。
　我々自由民主党議員会は今後
もまちづくりを彩るライトライ
ン沿線の拠点整備を
進めてまいります。

自由民主党
議員会の要望実現  ！！

イメージパース（公園全景）

N駐車場
（200台）

産直・園芸店 飲食 カフェ BMXパーク
管理棟

スポーツショップ

遊具
遊具 スケートパークフラワー

　ガーデン

芝生広場

屋根付き
多目的広場

大屋根
エントランストイレ

ライトライン
平石停留所

～市民がつどい、つながり、ひろがるギャザリングパーク～
RIDE  ON!   UTSUNOMIYA  MOVEMENT

コンセプト

東部総合公園整備事業予定者が決定！
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